
第122号（1） 令和4年10月1日（土）

▼
学
園
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
大
学
院・大
学・短
大
・・

▼
幼
児
教
育
専
門
学
校
・・・・・・・・・・

▼
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
・
高
・・・・

▼
取
手
聖
徳
女
子
中
・
高
・・・・・・

▼
小
学
校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
幼
稚
園
・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・・・・・・・・・・

４

１
・
２
・
３
・
４

５５
３
・
５

６
６
・
７８

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

聖 徳 大 学 大 学 院
聖 徳 大 学 教 職 大 学 院
聖 徳 大 学
聖 徳 大 学 短 期 大 学 部
聖徳大学幼児教育専門学校
光英 V E R I TA S 高等学校
聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校
光 英 V E R I T A S 中 学 校
聖徳大学附属取手聖徳女子中学校

■
■
■
■
■
■
■
■
■

聖 徳 大 学 附 属 小 学 校
聖 徳 大 学 附 属 幼 稚 園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園
聖 徳 大 学 三 田 幼 稚 園
聖徳大学八王子幼稚園
聖 徳 大 学 多 摩 幼 稚 園

■

■

■

■

■

■

■

■
聖徳学園ホームページ

● 発行 ●
学校法人 東京聖徳学園

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL. 03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ

https : //www.seitoku-u.ac. jp/gakuen/

第112222号第122号
令和4年10月1日

　

七
月
二
十
三
日（
土
）、
本
学

の
夏
の
伝
統
行
事
で
あ
る「
第

五
十
五
回
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏

期
保
育
大
学
」を
川
並
香
順
記

念
講
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
幼
稚
園
教
諭
や

保
育
士
、
保
育
分
野
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
研
修
会

で
、
昭
和
四
十
三（
一
九
六
八
）

年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
総
合
テ
ー
マ
は「
幼
児
教

育
・
保
育
で
取
り
組
み
た
い
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
し
て
、
当
日
は
、

百
四
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
川
並
弘
純
学
長

に
よ
る
挨
拶
の
後
、
短
期
大
学

部
保
育
科
ま
つ
ど
ソ
ン
グ
研
究

グ
ル
ー
プ
に
よ
る「
ま
つ
ど
た

ん
け
ん
た
い
」や
ゼ
ミ
生
に
よ

る「
お
う
ち
de
お
と
さ
が
し
」の

動
画
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、プ
ロ
・
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
®
佐
々
木
洋
先
生
よ

り「
身
近
に
小
さ
な
自
然
を
見

つ
け
よ
う
︱
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
入

り
口
」を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
虫
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
、

二
十
枚
の
写
真
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
物
の
特
徴
や
、
写
真
の

中
に
隠
れ
て
い
る
虫
を
当
て
る

演
出
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
々
木

先
生
は
、
自
然
が
教
え
て
く
れ

る
三
つ
の
効
能
と
し
て「
多
様

性
を
知
る
」「
癒
し
を
得
る
」「
思

い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
も
の
の

存
在
を
知
る
」を
あ
げ
、
人
間

と
自
然
を
つ
な
ぐ
流
れ
を「
親

し
む
↓
知
る
↓
守
る
」と
す
る

こ
と
で
子
ど
も
と
一
緒
に
学
ん

で
い
け
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
身
近
な
自
然
を
観
察
す

る
時
、
観
察
の
一
文
字
を
変
え

て“
感
察
”し
て
、
五
感
を
研
ぎ

澄
ま
そ
う
。
身
近
な
場
所
に
あ

る
自
然
か
ら
、
子
ど
も
と
地
球

の
つ
な
が
り
、
多
く
の
発
見
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」と
話
さ
れ
、
自
然
に
対
す

る
尊
厳
と
共
存
し
て
い
く
大
切

さ
、
感
性
を
磨
く
ヒ
ン
ト
が
あ

る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
身
近
な
虫
の
面
白
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
き
た

い
」「
自
然
か
ら
人
と
人
と
の
関

わ
り
、
喜
び
、
感
動
に
つ
な
が

る
こ
と
を
知
っ
た
」な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
満
足
度
の
高

い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
十
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
て
、
講
義
や
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
目

的
は
、
自
己
研
鑽
、
自
園
で
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
を
考
え
た
い
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
各
会

場
で
熱
心
に
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学・聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

第
五
十
五
回

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学
を
開
催

　

八
月
十
九
日（
金
）か
ら
三
日

間
、Ｊ
Ｉ
Ｔ
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン

ク
ス
タ
ジ
ア
ム（
山
梨
県
甲
府

市
）で
開
催
さ
れ
た「
第
九
十
五

回
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
」に
本
学
陸
上
競
技
部
か
ら

二
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、女
子
三
〇
〇
〇
㍍

障
害
の
大
西
夏
帆
さ
ん（
人
間

栄
養
学
科
四
年
）が
、レ
ー
ス
終

盤
ま
で
息
詰
ま
る
接
戦
を
制
し

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
一
〇
〇
〇
〇
㍍

に
出
場
し
た
渡
邊
な
ち
る
さ
ん

（
人
間
栄
養
学
科
一
年
）も
十
一

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
大
西
選
手
は
、
九
月

十
日（
土
）、た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア

ム
京
都（
京
都
府
京
都
市
）で
開

催
さ
れ
た「
天
皇
賜
盃
第
九
十
一

回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
」女
子
三
〇
〇
〇
㍍
障
害

で
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す

る
タ
イ
ム
で
第
五
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
人
間
栄
養
学
部
四
年　

大
西
夏
帆
さ
ん

陸
上  

女
子
三
〇
〇
〇
㍍
障
害
競
技

第
九
十
五
回
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
優
勝

天
皇
賜
盃

 
 

日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
五
位
入
賞

第
九
十
一
回

佐々木洋先生

教育分野だけではない強さ
聖徳の圧倒的就職力！

2022年 卒業生実就職率 97.4%※

 ※2022年3月卒業生（2021年9月卒を含む）

※大学通信「2022年最新実就職率ランキング」調べ

全国女子大学ランキング全国女子大学ランキング 2年連続2年連続 第第11位位

聖徳大学 実就職率 推移

「「保育の聖徳保育の聖徳®®」」

聖徳生聖徳生のの就職力就職力

74.0%
●

100%

95%

90%

85%

80%

75%

70%

65%

※2021年大学通信調べ。幼稚園教員採用数は、16年16回中15回の全国1位。

実就職率＝就職者数÷｛卒業（修了）者数－大学院進学者数｝×100

全国2位

保育士採用数

全国1位
99年連続年連続1515回目回目

幼稚園教員採用数

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

72.9%
●

77.4%
●

84.7%
●

88.7%
●

91.1%
●

93.1%
●

93.5%
●

●
95.7%

●
96.1%

●
96.3%

●
97.4%

全国女子大学
  1位！

学生たちによる動画を紹介

土の中に隠れている虫を紹介

分科会「アートで遊ぶ」の様子

全国女子大学

第2位
全国女子大学

第1位

　成長実感の高い教育力によって「自分のキャリアに挑戦したい」と
いう学生の努力が実を結び、大学通信「女子大学実就職率ランキング」
において、聖徳大学は就職力に期待が高まる大学として全国女子大学
1位にランクインしました。※

※大学通信調べ 卒業生500人以上の女子大の実就職率ランキング

結果詳細は「聖徳大学陸上競技部
ホームページ」で紹介しています。

ぜひご覧ください。

https : //www4.hp-ez.com/hp/
seitokuriku/page4
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聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部  

総
合
文
化
学
科

総
合
文
化
学
科  

だ
よ
り

だ
よ
り

総
合
文
化
学
科

「
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

授業紹介

海
外
協
定
大
学
へ
留
学
す
る

海
外
協
定
大
学
へ
留
学
す
る

文
学
部
学
生
二
名
の
壮
行
会
・

文
学
部
学
生
二
名
の
壮
行
会
・

川
並
奨
学
金
授
与
式
を
開
催

川
並
奨
学
金
授
与
式
を
開
催

　

八
月
二
十
三
日（
火
）、
海
外

協
定
大
学
へ
留
学
す
る
学
生
の

壮
行
会
・
川
並
奨
学
金
授
与
式

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
、
川

並
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
文
学

部
文
学
科
英
語
・
英
文
学
コ
ー

ス
二
年 

井
東
結
愛
さ
ん
、
教

養
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
二
年 

村

田
澪
さ
ん
は
、
今
年
九
月
か
ら
、

カ
ナ
ダ
の
プ
リ
ン
ス・エ
ド
ワ
ー

ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
へ
一
年

間
留
学
し
ま
す
。

　

二
人
は
今
年
二
月
に
特
別
奨

学
生
留
学
制
度
の
留
学
生
へ
選

抜
さ
れ
た
後
、プ
リ
ン
ス
・
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
の

入
学
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
英

語
の
筆
記
試
験
、イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
試
験
、
入
寮
の
面
談
試
験
を

見
事
突
破
し
、
入
学
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　

川
並
弘
純
学
長
よ
り「
海
外

と
い
う
広
い
世
界
で
多
国
籍
文

化
や
各
国
の
留
学
生
と
接
し
、

よ
り
大
き
く
成
長
し
て
元
気
に

帰
国
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

学
生
は「
最
初
は
長
期
留
学
に

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は

カ
ナ
ダ
で
の
学
び
を
は
じ
め
、多

く
の
方
々
と
の
出
会
い
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
奨
学
金
を
い

た
だ
け
た
感
謝
を
胸
に
、
大
き

く
成
長
し
た
姿
を
帰
国
後
に
お

見
せ
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」と
決
意
表
明
と
と
も
に
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
大
学
の
リ
ベ
ラ

ル
・
ア
ー
ツ
学
部
に
所
属
し
、

語
学
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
、
国
際
文
化
、
哲
学
な
ど
の

人
文
科
学
を
は
じ
め
、
幅
広
く

国
際
社
会
に
通
用
す
る
教
養
学

を
学
び
ま
す
。
留
学
期
間
中
、

文
学
部
の
専
門
ゼ
ミ
担
当
教
員

二
名
が
日
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

学
生
た
ち
が
心
身
と
も
に
充
実

し
た
留
学
生
活
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
文
化
学
科 

国
際
観
光
・

ホ
テ
ル
コ
ー
ス
一
年
次
の
授
業

に
、「
地
域
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
じ
て
、
仕

事
や
地
域
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
る

事
と
、
実
践
を
通

し
て
、
仕
事
に
必

要
な
能
力
を
向
上

さ
せ
る
事
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
鴨
川
と

箱
根
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
に
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

夏
の
繁
忙
期
に
研
修
期
間
が

重
な
り
、
約
十
日
間
、
職
員
寮

に
宿
泊
し
な
が
ら
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
仕
事
の
内
容
と
し

て
は
、
客
室
の
布
団
の
片
付
け

や
リ
ネ
ン
の
整
備
、
お
客
様
の

荷
物
の
移
動
、レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
食
器
回
収
・
洗
い
場
補
助
、

出
店
で
の
ア
イ
ス
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
ホ

テ
ル
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
丁
寧
な

指
導
と
、
仕
事
の
合
間
で
の
優

し
い
励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
最
後
ま
で
頑
張
れ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。「
も
っ
と
長
い

期
間
、
働
き
た
か
っ
た
」と
い

う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。ホ
テ

ル
の
支
配
人
は「
忙
し
い
時
期

に
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

ハ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

ホ
テ
ル
側
も
と
て
も
助
か
っ

た
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
体
験
を
通
じ
て
、
働
く
こ

と
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
卒
業

後
の
進
路
を
考
え
る
上
で
貴
重

な
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
三
日（
土
）、「
セ
イ

ト
ク 

保
育
者
の
つ
ど
い 

２
０ 

２
２
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
大
学
で
共
に

学
ん
だ
仲
間
や
教
員
と
情
報
交

換
を
す
る
こ
と
で
、
明
日
か
ら

の
仕
事
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
学
部
児
童
学
科
・
短
期
大

学
部
保
育
科
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

課
が
共
催
し
、“
卒
業
し
て
も
仲

間
が
い
る
”を
コ
ン
セ
プ
ト
に

卒
後
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
年
目
の
新
人
か

ら
二
十
年
以
上
の
経
験
者
ま
で

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
卒
業

生
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
経

験
年
数
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
グ

ル
ー
プ
を
分
け
、フ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
開
始
後
、

間
も
な
く
会
場
内
に
笑
い
声
が

響
く
ほ
ど
に
語
ら
い
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

保
育
現
場
で
新
人
が

課
題
と
感
じ
て
い
る
、

保
護
者
対
応
や
子
ど
も

に
伝
え
る
時
の
工
夫
に

つ
い
て
も
、
大
先
輩
が

親
身
に
な
っ
て
耳
を
傾

け
、ユ
ニ
ー
ク
で
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
ま
し
た
。
後
輩
か
ら

は「
先
輩
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
明
日
か
ら
実

践
し
て
み
た
い
」「
気
持

ち
の
切
り
替
え
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

大
先
輩
も
、「
後
輩
た
ち

の
役
に
立
て
る
な
ら
来

年
も
参
加
で
き
れ
ば
」

と
意
欲
を
示
し
て
い
ま

し
た
。
卒
業
生
同
士
の

交
流
か
ら
、
互
い
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
充
填
で
き

る
有
意
義
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

井東結愛さん 村田澪さん

「
セ
イ
ト
ク 

保
育
者
の
つ
ど
い
２
０
２
２
」

幼
保
版

幼
保
版

教
育
学
部
児
童
学
科
・
短
期
大
学
部
保
育
科

　

そ
の
後
、
学
生

た
ち
は
研
修
施
設

「F
uture C

are 
Lab in Japan

」

を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
実
際

の
介
護
施
設
の
部

屋
や
設
備
を
再
現

し
て
お
り
、
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
最
先
端
の
介
護

用
製
品
を
研
究
・
開
発
し
て
い

ま
す
。
対
面
で
参
加
し
た
学
生

は
介
護
用
製
品
を
興
味
深
く
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、
学

生
た
ち
が
今
後
の
就
職
活
動
や

学
生
生
活
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
学
生
が
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
主
体
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
、キ
ャ
リ
ア
支
援

課
を
中
心
に「Business Field 

Linkage

」な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
、八
月
四
日（
木
）介
護
業
界

を
志
望
す
る
学
生
が
、業
界
最
大

手
で
あ
る
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
株

式
会
社
を
訪
問
し
、
代
表
取
締

役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
遠
藤
健
氏
に

業
界
や
企
業
を
牽
引
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｐ
の
考
え
方
や
成
功
事
例
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。当
日
は
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
一
か

ら
四
年
生
の
二
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

遠
藤
氏
は
、
人
手
不
足
と
言

わ
れ
る
介
護
業
界
で
、
介
護
プ

ラ
イ
ド
の
理
念
を
持
っ
て
勤
務

者
の
処
遇
改
善
や
教
育
の
充
実

に
力
を
入
れ
、
介
護
職
に
お
け

る
社
会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力

す
る
考
え
方
や
介
護
の
未
来
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
講
話
を
熱
心
に
聞
い

て
お
り
、「
遠
藤
氏
の
行
動
や
考

え
方
を
今
後
に
活
か
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
訪
問

〜〜

ト
ッ
プ
に
聴
く

ト
ッ
プ
に
聴
く
〜〜

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

THE  TOP  INTERVIEW
THE  TOP  INTERVIEW
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十
月
十
五
日（
土
）ま
で
、
聖

徳
大
学
所
蔵
名
品
展「
百
人
一

首
と
か
る
た
~
書
・
描
・
遊
~
」

が
、
聖
徳
大
学
八
号
館
一
階
の

企
画
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

百
人
一
首
は
、
か
る
た
遊
び

で
知
ら
れ
る
有
名
な
古
典
作
品

で
す
が
、
実
は
謎
が
多
く
、
選

者
は
藤
原
定
家
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
も
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
定
家
は『
百
人
秀
歌
』

と
い
う
作
品
で
百
名
の
歌
人
の

歌
を
選
ん
で
い
ま
す
が
、
今
の

百
人
一
首
と
は
内
容
に
少
し
だ

け
差
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
定

家
と
同
じ
時
代
の
後
鳥
羽
院
は

『
時
代
不
同
歌
合
』で『
万
葉
集
』

以
降
の
歌
人
の
歌
を
選
び
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代

の
は
じ
め
に
有
名
な
歌
人
の
代

表
歌
を
選
び
だ
そ
う
と
い
う
試

み
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
こ
れ
ま
で

公
開
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
藤
原

定
家
自
筆
の
日
記『
明
月
記
』の

断
簡（
建
仁
元
年︿
一
二
〇
一
﹀

正
月
七
日
の
も
の
）を
は
じ
め
、

『
時
代
不
同
歌
合
』の
絵
巻
や
百

人
一
首
の
古
写
本
で
あ
る
、
三

条
西
実
隆
筆「
百
人
一
首
」（
室

町
時
代
）、
奈
良
絵
本「
百
人
一

首
」三
種
、
百
人
一
首
を
江
戸

時
代
の
能
筆
家
百
名
が
書
き
、

そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
い
絵
が
組
み

合
わ
さ
れ
た「
百
人
一
首
手
鑑
」

な
ど
、
見
所
の
多
い
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
存
す
る
最
古
の
百
人
一
首

か
る
た
は「
道
勝
法
親
王
筆
百

人
一
首
歌
か
る

た
」（
滴
翠
美
術

館
所
蔵
）
で
、

江
戸
初
期
の
作

と
な
り
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い

る
か
る
た
は
す

べ
て
江
戸
時
代

の
貴
重
な
も
の

で
、「
百
人
一
首

か
る
た
」の
他
、

「
伊
勢
物
語
か

る
た
」「
源
氏
物

語
か
る
た
」な

ど
き
ら
び
や
か

な
装
飾
の
施
さ

れ
た
、
大
名
家

の
嫁
入
り
道
具

と
し
て
作
成
さ

れ
た
と
思
わ
れ

る
豪
華
な
品
々

で
す
。

　

今
回
、
文
学
部
一
年
生
十
名

が
、
Ｒ
Ｅ
科
目
の
一
つ「
恋
の

歌
を
読
む
︱
百
人
一
首
を
中
心

に
︱
」の
授
業
と
し
て
、
展
示

の
準
備
に
協
力
を
し
な
が
ら
作

品
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

文
学
部
で
は
、「
日
本
一
楽
し

く
学
ぶ
」体
験
型
授
業
と
し
て

「
Ｒ
Ｅ
科
目
」を
展
開
し
て
い
ま

す
。「
Ｒ
Ｅ
」
と
は
、Reality 

Experience
（
人
生
に
お
け
る
、

と
て
も
貴
重
な
本
質
的
体
験
）

と
い
う
意
味
で
、
教
室
か
ら
飛

び
出
し
、
本
物
を
体
験
し
に
行

く
授
業
で
す
。

　

本
学
で
は
珍
し
い
三
種
類
の

奈
良
絵
本「
百
人
一
首
」を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
奈
良
絵
本
と
は

室
町
か
ら
江
戸
時
代
に
作
成
さ

れ
た
本
の
総
称
で
、
美
し
い
彩

色
が
特
徴
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
が
ま
だ
精
査
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
回
学
生
た
ち
が
調
査
し
、

授
業
で
発
表
を
し
ま
し
た
。
入

学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
に
は

手
に
余
る
課
題
か
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
授
業
で
発
表

し
、
一
部
は
図
書
館
の
ご
協
力

を
得
て
パ
ネ
ル
に
な
っ
て
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
五
日（
土
）ま
で
の
開

催
で
す
。
お
時
間
の
あ
る
時
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

聖
徳
大
学
所
蔵
名
品
展

「
百
人
一
首
と
か
る
た

〜
書
・
描
・
遊
〜
」

の
展
示
準
備
に
協
力
し
ま
し
た

文
学
部「
Ｒ
Ｅ
科
目
」授
業
の
活
動
報
告

本間 友貴奈（4年）吉田 純乃（4年）

展示準備を終えたケースの前で記念撮影

作品の調査結果を授業で発表する様子

　

読
売
新
聞
社
が
主
催
す
る
日

本
最
大
規
模
の
書
道
展「
第

三
十
八
回
読
売
書
法
展
」が
八

月
二
十
三
日（
火
）か
ら
二
十
九

日（
月
）東
京
都
美
術
館（
上
野
）、

八
月
二
十
六
日（
金
）か
ら
九
月

四
日（
日
）国
立
新
美
術
館（
六

本
木
）の
二
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
の
読
売
書
法
展
は
、公

募
総
数
一
万
三
千
五
百
余
点
の

内
六
割
が
入
選
と
い
う
厳
し
い

入
選
率
で
し
た
が
、本
学
の
学

生
五
名
が
出
品
し
、全
員
が
入

選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

▼
入
選（
漢
字
）

本
間　

友
貴
奈

（
文
学
部
文
学
科

書
道
文
化
コ
ー
ス
四
年
）

　

第
三
十
八
回
読
売
書
法
展
か

ら
、応
募
資
格
が
満
十
五
歳
以

上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、高
校
生

が
応
募
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
般（
大
人
）の
作
品
と

一
緒
に
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、

本
校
書
道
部
・
大
町
美
詞
さ
ん

（
高
三
）が
入
選
し
ま
し
た
。

吉
田　

純
乃（
同
四
年
）

浅
倉　

千
尋（
同
三
年
）

廣
瀨　

稀
美
佳（
同
一
年
）

▼
入
選（
か
な
）

水
口　

さ
く
ら（
同
二
年
）

▼
入
選（
調
和
体
）

大
町　

美
詞

（
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校
三
年
）

　

関
連
記
事（
五
ペ
ー
ジ
）も
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
書
芸
院

が
主
催
す
る
学
生
の
書
道
全
国

展「
第
二
十
七
回
全
日
本
高
校
・

大
学
生
書
道
展
」が
八
月
二
十
三

日（
火
）か
ら
八
月
二
十
八
日

（
日
）ま
で
兵
庫
県
民
会
館
に
て

開
催
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
高
校
・
大
学
生
の
作

品
点
が
出
品
さ
れ
、優
秀
賞
以

上
の
賞
は
一
割
と
い
う
厳
選
の

中
、本
学
か
ら
一
名
が
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、そ
れ
に
準
ず
る
準

優
秀
賞
に
七
名
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

▼
優
秀
賞（
漢
字
）

本
間　

友
貴
奈

（
文
学
部
文
学
科

書
道
文
化
コ
ー
ス
四
年
）

▼
準
優
秀
賞（
漢
字
）

吉
田　

純
乃（
同
四
年
）

浅
倉　

千
尋（
同
三
年
）

梅
室　

鈴
加（
同
三
年
）

齊
藤　

わ
か
な（
同
一
年
）

坂
本　

星
空（
同
一
年
）

廣
瀨　

稀
美
佳（
同
一
年
）

▼
準
優
秀
賞（
か
な
）

水
口　

さ
く
ら（
同
二
年
）

大
学
文
学
部

取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

〜
文
学
部
文
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス

学
生
の
作
品
が
入
選
〜

〜
高
校
生
が
応
募
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

読
売
書
法
展
で
書
道
部
の
生
徒
一
名
が
入
選
〜

第
二
十
七
回

全
日
本
高
校・大
学
生
書
道
展

第
三
十
八
回  

読
売
書
法
展

大町 美詞

　

八
月
一
日（
月
）か
ら
十
八
日

（
木
）、
教
員
採
用
試
験
一
次
選

考
の
合
格
者
を
対
象
に
、
二
次

選
考
の
対
策
講
座
を
教
職
実
践

セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
既
卒
者
を
対
象
に

加
え
、
東
京
都
、
千
葉
県
、
埼

玉
県
・
茨
城
県
・
他
道
府
県
と
三

つ
の
地
域
に
分
け
て
、
各
地
域

の
試
験
内
容
に
応
じ
た
場
面
指

導
、
個
人
面
接
、
集
団
面
接
の

対
策
を
し
ま
し
た
。
小
論
文
で

は
、
個
人
指
導
を
行
い
ま
し
た
。 　

今
年
度
の
一
次
選
考
合
格
者

は
現
在
五
十
九
名
と
、
昨
年
度

の
三
十
二
名
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
毎
日
、

講
座
の
最
後
に「
教
職
・
サ
ク
セ

ス
シ
ー
ト
」を
書
き
、
日
々
の

学
び
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
一
日

目
は「
個
人
面
接
で
は
緊
張
し

て
声
が
小
さ
く
な
り
、
予
想
外

の
質
問
に
う
ま
く
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
」と
勉
強
不
足
を
感
じ

る
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

五
日
目
に
は「
面
接

官
に
元
気
な
印
象
を

与
え
た
い
」と
徐
々

に
余
裕
が
出
て
き

て
、
自
分
で
目
標
を

高
く
す
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
二

次
試
験
ま
で
に
は
、

さ
ら
に
自
己
評
価

が
高
ま
り
、
参
加
者

は
自
信
を
持
っ
て

受
験
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

自
ら
の
手
で
教

職
を
掴
む
。
成
功
に

向
け
て
努
力
し
続

け
る
過
程
は
、
人
生

の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
に
繋
が
り
ま

す
。

自
ら
の
手
で
掴
む
、

教
職
への
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

~
教
職
実
践
セ
ン
タ
ー
特
別
講
座
Ⅲ
~

面接練習をしている様子

奈良絵本「百人一首」
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検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttps://seitoku-u.ac.jp/donation/

聖徳 募金

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

令
和
四
年
八
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、
お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

●
法
人
役
員
関
係

三
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純

様

（
二
、九
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

山
口　

富
彌

様

（
一
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

一
〇
〇
︑〇
〇
〇
円

　

川
並　

孝
純

様

（
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

川
並　

珠
緒

様

（
九
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
匿
名
希
望
者
合
計

六
七
五
︑〇
〇
〇
円

　
「
宝
島
の
海
賊
た
ち
が
盗
ん

だ
財
宝
よ
り
も
、本
に
は
多
く

の
宝
が
眠
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
、宝
を
毎
日
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
の
だ
※
」ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
の
生
み
の
親
で
あ
る
ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
残
し
た

言
葉
で
す
。

　

聖
徳
学
園
の
宝
が
集
ま
る
と

こ
ろ
と
い
え
ば
、川
並
弘
昭
記

念
図
書
館
。
今
か
ら
十
四
年
前

の
学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、多
く
の

方
か
ら
寄
付
に
よ
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、あ
ら
た
な
教
育
・
研

究
の
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
日
々
の
最
新
図

書
か
ら
大
学
・
大
学
院
で
学
ぶ

学
生
の
た
め
の
専
門
書
、洋
雑

誌
に
至
る
ま
で
そ
の
取
扱
い
の

幅
は
広
く
、幼
児
・
児
童
向
け
に

選
書
さ
れ
た
図
書
を
収
蔵
す
る

こ
ど
も
図
書
館
も
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
実
物
」を
見
る
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
る
学
び
を
重
視
す

る
本
学
で
は
、文
学
・
音
楽
・
美

術
等
に
関
係
す
る
学
術
資
料
や

文
献
・
古
書
を
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
各
地
よ
り
収
集
・
保
存

し
、日
々
の
教
育
活
動
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
中
に
は『
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
』の
初
版
本

な
ど
の
貴
重
図
書
も
あ
り
、そ

れ
ら
を
展
示
公
開
を
す
る
こ
と

で
、学
生
だ
け
で
な
く
広
く
多

く
の
方
に
も
本
物
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
十
月
四
日
は
古
書
の

日
、月
末
は
読
書
週
間
で
す
。

多
く
の
本
に
触
れ
て
、自
分
だ

け
の
宝
物
を
見
つ
け
る
旅
に
出

ま
せ
ん
か
？

　

聖
徳
学
園
へ
の
ご
寄
付
は
、

教
育
活
動
を
支
え
る
拠
点
の

維
持
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
引
用『
ウ
ォ
ル
ト・デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
く
れ
た

　
　
　
夢
と
勇
気
の
言
葉
一
六
〇
』

●

合
計

一
〇
件

一
︑二
七
五
︑〇
〇
〇
円

●

累
計

五
六
四
件
一
七
〇
︑四
二
〇
︑七
五
一
円

　

八
月
二
十
七
日（
土
）、
聖
徳

大
学
十
号
館
十
四
階
な
ら
び
に

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
配
信
に
て
聖
徳
大
学

大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
、

聖
徳
大
学
心
理
・
福
祉
学
部
心

理
学
科
、
聖
徳
大
学
心
理
教
育

相
談
所
主
催「
教
員
の
た
め
の

心
理
学
講
座
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研

究
科
の
田
中
圭
講
師
が「
孤
立

予
防
の
た
め
の
浅
い
関
係
を
介

し
た
支
援
方
法
」に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。
講
座
の
冒
頭
で

は
、
日
常
生
活
を
例
え
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
対
人
関
係
に
関

す
る
心
理
学
の
理
論
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
対
人
関

係
地
図
」と
い
う
紹
介
が
あ
り
、

自
分
の
周
囲
に
い
る
人
物
と
の

関
係
性
を
現
在
か
ら
過
去
に
戻

っ
て
図
式
化
し
、
対
人
関
係
を

振
り
返
る
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
座
の
後
半
で
は
、
孤
立
し

て
し
ま
っ
た
人
に
つ
い
て
、学
校

外
で
の
人
々
と
の
出
会
い
の
機

会
が
あ
る
と
、
弱
い
紐
帯
が
橋

渡
し
と
し
て
役
割
を
果
た
し
、

自
己
肯
定
感
が
上
が
る
と
い
う

知
見
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
弱
い
紐
帯
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、元
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
再
び

交
流
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
効
果
的
と
の
こ
と
で
し
た
。受

講
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
弱
い
紐

帯
づ
く
り
、
浅
い
関
係
を
大
事

に
す
る
こ
と
も
生
徒
た
ち
に
伝

え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
満
足

度
の
高
い
心
理
学
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

〜
孤
立
予
防
の
た
め
の

浅
い
関
係
を
介
し
た
支
援
方
法
〜

教
員
の
た
め
の
心
理
学
講
座

　

二
〇
一
九
年
に
出
現
し
た
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
感
染
症
は
、
ま

も
な
く
三
年
が
経
過
い
た
し
ま

す
。
今
か
ら
約
百
年
前
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク「
ス
ペ
イ
ン
風
邪（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
Ｈ
１
Ｎ
１
）」

は
、
一
九
一
八
年
六
月
に
始
ま

り
、
一
九
二
〇
年
春
に
収
束
し

ま
し
た
。（
二
年
以
内
）今
回
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
感
染
症
は
、

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」に
比
べ
て
収

束
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
不
明
で
す
が
、
可

能
性
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
の
免
疫
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
過
去
二
年
つ
ま
り
二
〇

二
〇
年
、
二
〇
二
一
年
の
経
過

を
み
ま
す
と
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19

感
染
は
、
夏
と
冬
に
猛
威
を
ふ

る
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、季
節
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
低
温
、
低

湿
と
な
る
冬
に
多
い
の
と
、
趣

が
異
な
り
ま
す
。
逆
か
ら
と
ら

え
ま
す
と
、春
、秋
は
、比
較
的

落
ち
着
い
た
時
期
と
い
え
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
感
染
症
の

収
束
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
予

測
は
難
し
い
で
す
が
、
Ｂ
Ａ
４
、

Ｂ
Ａ
５
、
Ｂ
Ａ
２・
75
な
ど
オ
ミ

ク
ロ
ン
変
異
株
の
感
染
爆
発
に

よ
る
集
団
免
疫
の
獲
得
と
二
〇

二
二
年
十
月
頃
よ
り
順
次
開
始

さ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
対
応
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
効
果
に
よ
り
、二
〇

二
三
年
春
こ
ろ
収
束
と
の
見
方

が
有
力
で
す
。

　

今
年
の
Ｂ
Ａ
４
、
Ｂ
Ａ
５
、

Ｂ
Ａ
２・
75
な
ど
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
変
異
株
は
、
重
症
化
率
は
低

い
も
の
の
極
め
て
強
い
感
染
力

（
デ
ル
タ
変
異
株
に
比
し
て
一
・

三
五
倍
）が
特
徴
で
す
。
今
冬

に
予
測
さ
れ
る
第
八
波
を
で
き

う
る
限
り
低
く
抑
え
る
た
め
に
、

秋
の
落
ち
着
い
た
時
期
に
オ
ミ

ク
ロ
ン
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

治
療
薬
の
潤
沢
な
供
給
が
強
く

望
ま
れ
ま
す
。

（
所
長　

宮
川　

三
平
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
19
の
収
束
に
向
け
て

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

募
金
だ
よ
り

　

一
般
社
団
法
人
全
日
本
ピ
ア

ノ
指
導
者
協
会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主

催
に
よ
る
ピ
ア
ノ・コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
全
国
決
勝
大
会
が
八
月

十
八
日（
木
）か
ら
八
月
二
十
一

日（
日
）の
四
日
間
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
昨
年
同
様

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
対
策
を
講
じ
て
、
都
内

七
会
場
に
分
け
て
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
約

四
万
人
超
の
参
加
者
に
よ
る
地

区
大
会
か
ら
選
ば
れ
た
若
き
ピ

ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
、
東
京
で
の

決
勝
大
会
で
熱
演
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

聖
徳
大
学
で
は
音
楽
学
科
に

お
い
て
音
楽
の
専
門
教
育
、
ま

た
児
童
学
科
及
び
短
期
大
学
部

保
育
科
で
児
童
・
幼
児
教
育
者

養
成
の
一
環
と
し
て
学
生
の
ピ

ア
ノ
教
育
に
特
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。本
学
で
は
ピ
テ
ィ
ナ
・

ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に

協
賛
し
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す

全
国
の
若
者
た
ち
の
励
み
に
な

る
よ
う
に
と
考
え
、
そ
の
中
で

特
に
優
秀
な
演
奏
者
に「
聖
徳

大
学
川
並
弘
昭
賞
」を
授
与
し

て
い
ま
す
。

　

例
年
、
大
会
最
終
日
に
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
東
京
で
全

国
決
勝
大
会
表
彰
式
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
会
場

ご
と
に
結
果
発
表
さ
れ
、
四
名

の
方
に「
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭

賞
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
ソ
ロ
部
門
Ｆ
級

（
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
）

森
　
淳
朗
さ
ん（
北
海
道
）

小
野
口
　
夕
月
さ
ん（
高
知
県
）

岡
田
　
莉
子
さ
ん（
北
海
道
）

■
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１

（
二
十
三
歳
以
上

音
楽
愛
好
者
の
部
）

山
中
　
瑛
理
子
さ
ん（
東
京
都
）

第
四
十
六
回

ピ
ティ
ナ
・ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

全
国
決
勝
大
会
表
彰

♪ ♬ ♪

♪ ♬ ♪

令和4年度
大学・短期大学部／後援会・保護者会

開 催 日 程
開催日・開始時間 開催場所

10月2日（日）
12 ： 30

【第25回】
静岡県支部総会・保護者会

静岡・ホテルアソシア静岡

10月9日（日）
12 ： 30

【第50回】
東北（北）支部総会・保護者会

仙台・仙台ガーデンパレス

10月16日（日）
12 ： 30

【第43回】
甲信地区支部総会・保護者会

甲府・談露館

10月23日（日）
12 ： 30

【第52回】
九州・沖縄地区支部総会・保護者会

那覇・ホテルJALシティ那覇

10月30日（日）
12 ： 30

【第47回】
北関東支部総会・保護者会

大宮・JA共済埼玉ビル

11月6日（日）
12 ： 30

【第51回】
茨城県支部総会・保護者会

【第45回】
東京地区支部総会・保護者会

聖徳大学

11月27日（日）
12 ： 30

【第47回】
千葉県支部総会・保護者会

聖徳大学

山中瑛理子さん

寄付のご案内HP
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

　

八
月
二
十
四
日（
水
）か
ら

二
十
八
日（
日
）の
四
泊
五
日
、

専
門
学
校
一
部
二
年
生
と
二
部

二
年
生
が
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
総
合
文
化
学
科
二
年
生
と
合

同
で
、
学
外
研
修
Ⅱ
を
三
年
ぶ

り
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
聖
徳
教
育
の
一

環
で
、
多
様
な
他
者
と
の
共
感

的
な
関
係
を
築
き
、
自
己
判
断
、

自
己
責
任
で
新
し
い
価
値
を
創

造
す
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
し

て
い
ま
す
。
本
来
は
六
泊
七
日

の
行
程
を
四
泊
五
日
に
短
縮
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
天
候
に
大
変
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
初
日
は
こ
の
時

期
の
北
海
道
と
し
て
は
珍
し
い

夏
の
気
温
で
し
た
。
最
初
に
見

学
し
た
釧
路
市
湿
原
展
望
台
は

汗
ば
む
ほ
ど
の
暑
さ
で
し
た
が
、

風
は
と
て
も
爽
や
か
で
ど
こ
ま

で
も
続
く
湿
原
に
、
真
っ
青
で

　

七
月
十
八
日（
月
）か
ら
八
月

二
十
八
日（
日
）の
夏
休
み
期
間

　

七
月
二
十
二
日（
金
）・二
十
九

日（
金
）、
保
育
表
現
研
究
発
表

会
作
品「
創
作
舞
踊
・
表
現
あ
そ

び
」の
授
業
内
実
演
発
表
会
を
、

本
校
六
階
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
大
学
・
短
大

と
合
同
に
よ
る
保
育
表
現
研
究

発
表
会
は
、
感
染
症
拡
大
に
よ

り
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
表
現
活
動

を
重
ね
て
き
た
学
生
た
ち
の
努

力
に
応
え
る
べ
く
、
授
業
内
で

発
表
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、テ
ー
マ
決
め

か
ら
始
ま
り
、テ
ー
マ
に
沿
っ

広
い
空
、
真
っ
白
に
浮
か
ぶ
雲

と
北
海
道
ら
し
さ
を
早
速
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

摩
周
湖
で
は
、
日
中
の
深
い

青
色
の
摩
周
ブ
ル
ー
の
美
し
い

眺
め
に
学
生
も
感
嘆
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
夕
食

後
の
摩
周
湖
星
空
ツ
ア
ー
で
は

満
天
の
星
空
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
民
族
共
生
象
徴

空
間
ウ
ポ
ポ
イ
を
見
学
し
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
初
め
て
組
み

込
ま
れ
た
見
学
地
で
、
体
験
交

流
ホ
ー
ル
で
は
、ア
イ
ヌ
民
族

の
伝
統
芸
能
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、ニ
シ
ン
漁
で
巨

万
の
富
を
築
き
上
げ
た
青
山
家

が
、
六
年
半
余
り
の
歳
月
を
か

け
て
建
て
た
別
荘「
旧
青
山
別

邸
」を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
小
樽
や
札
幌
で
の
自
主
見

た
動
き
の
構
築
と
空
間
構
成
、

発
表
内
容
に
合
っ
た
選
曲
と
編

集
、
衣
装
の
創

案
と
製
作
ま
で
、

一
丸
と
な
っ
て
、

独
自
の
作
品
へ

と
作
り
上
げ
ま

す
。
当
日
、
学

生
た
ち
は
緊
張

し
な
が
ら
も
自

分
の
力
を
精
一

杯
出
し
切
り
、

無
事
に
発
表
を

終
え
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
を

学
で
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
回

り
な
が
ら
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
思

い
思
い
に
好
き
な
も
の
を
食
べ
、

最
終
日
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
途
中
の
行
程
を
一
緒

に
同
行
さ
れ
た
川
並
弘
純
理
事

長
が
話
さ
れ
た「
自
分
で
感
じ

る
こ
と
、
経
験
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」を
実
感
し
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
多
く

の
方
々
の
細
や
か
な
心
遣
い
を

随
所
に
感
じ
な
が
ら
、
知
識
と

経
験
が
結
び
つ
き
、
ま
た
一
歩

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
高
校

硬
式
野
球
部
の
二
年
目
は
、選
手

五
十
名（
四
年［
高
校
一
年
］生

二
十
六
名
・
五
年［
高
校
二
年
］

生
二
十
四
名
）、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

六
名（
四
年
生
三
名
・
五
年
生
三

名
）の
合
計
五
十
六
名
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

野
球
部
で
は
、
甲
子
園
出
場

を
目
標
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
野
球
部
員
の
強
い
気

持
ち
だ
け
で
は
勝
利
を
勝
ち
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
七
月

十
一
日（
月
）、Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
行
わ
れ
た
夏

季
千
葉
県
大
会
で
は
、ス
タ
ン

ド
か
ら
の
多
く
の
仲
間
た
ち
の

応
援
と
、テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
を

中
、
小
学
生
と
中
学
生
を
対
象

に
、オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
各

三
回
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
が

一
番
番
多
い
回
で
は
、
猛
暑
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
四
百
十
四
名

が
来
校
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
感
染
症
対
策
と
し
て
、

校
舎
入
口
で
の
検
温
、
会
場
で

の
換
気
、
参
加
者
同
士
の
間
隔

を
と
っ
た
座
席
の
配
置
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
校
長
に
よ
る

挨
拶
と
教
育
内
容
の
説
明
を
は

じ
め
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
と

し
て
生
徒
に
よ
る
学
校
紹
介
や

探
究
授
業
の
発
表
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
生
徒
の
発
表

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
入
学
後

の
わ
が
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い

た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
と

て
も
好
評
で
し
た
。

　

全
体
会
終
了
後
、
本
校
が
展

開
す
る
探
究
授
業
と
し
て
、
石

鹸
作
り
な
ど
の
体
験
授
業
を
行

い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
楽

し
い
授
業
だ
っ
た
。
他
の
授
業

も
受
け
た
か
っ
た
」と
嬉
し
い

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
、

施
設
見
学
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア
体

験
、
個
別
相
談
を
行
い
、
本
校

の
魅
力
を
多
く
の
参
加
者
へ
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

通
し
て
の
応
援
を
力
に
全
力
で

戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

に
響
く
声
援
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
一

流
ア
ス
リ
ー
ト
が
持
つ「
周
囲

に
感
謝
す
る
美
し
い
心
」を
身

に
つ
け
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
に
対
す
る
思
い
や

り
の
心
を
大
切
に
し
、
自
ら
の

立
場
を
理
解
し
た
行
動
を
す
る

た
め
に
、 

①
挨
拶
の
励
行
②
時

間
厳
守
③
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
④
整
理
整
頓
⑤
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
⑥
積
極
的
な
技
術
力

の
向
上
、
以
上
六
点
を
意
識
し

て
行
動
し
、
人
と
し
て
の
心
の

成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

通
し
て
、学
生
た
ち
は
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
、
保
育

指
導
力
を
磨
き
ま
し
た
。
今

後
の
保
育
活
動
に
生
か
せ
る

素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

三
年
ぶ
り
の
学
外
研
修
Ⅱ（
北
海
道
）

保
育
表
現
研
究
発
表
会
作
品
の

授
業
内
実
演
発
表
会

硬
式
野
球
部 

～
感
謝
の
気
持
ち
～

二
〇
二
二
年 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

七
月
四
日（
月
）、
中
学
三
年

生
四
名
が
、茨
城
県
主
催
の「
英

語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
取
手
市
・
北
相
馬
郡
大
会
」

で
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
茨
城
県
在
住
の

外
国
人
に
茨
城
県
の
良
さ
を
伝

え
る
た
め
、「
茨
城
県
の
観
光
地

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
旅
」を

テ
ー
マ
に
、
本
校
が
あ
る
山
王

地
区
を
取
材
し
て
回
り
ま
し
た
。

店
舗
や
寺
院
の
方
々
か
ら
も
声

援
を
い
た
だ
き
原
稿
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

当
日
、
生
徒
た
ち
は
緊
張
し

な
が
ら
も
、
茨
城
県
の
魅
力
を

堂
々
と
英
語
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
四
日（
木
）に

は
、
女
性
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
授
業
の
中
で
、
広
島
市
の

被
爆
体
験
伝
承
者
か
ら
被
爆
体

験
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。
被
爆

二
世
で
あ
る
講
師
は
、
広
島
で

被
爆
し
た
お
母
様
の
体
験
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
焼
け
野
原
と
化

し
た
広
島
の
街
で
肉
親
を
探
し

回
っ
た
話
に
、
生
徒
た
ち
は
涙

を
流
し
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
、「
皆
さ
ん
の

心
の
中
に
平
和
の
種
を
ま
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
種
を
、

大
切
に
育
て
て

美
し
い
花
を
咲

か
せ
て
く
だ
さ

い
ね
」と
言
葉

を
い
た
だ
き
、

生
徒
た
ち
は

「
自
分
た
ち
が

世
界
の
平
和
を

守
ら
な
け
れ

ば
」と
の
思
い

を
強
く
し
て
い

ま
し
た
。

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

八
月
三
日（
水
）・
四
日（
木
）、

「
令
和
四
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
東
京
大
会
・
書
道

部
門
」（
と
う
き
ょ
う
総
文
二
〇

二
二
）が
開
催
さ
れ
、
書
道
部
・

大
町
美
詞
さ
ん（
高
三
）が
茨
城

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

本
大
会
は「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
」と
も
呼
ば
れ
る
文
化
系

部
活
動
の
祭
典
で
、
全
国
か
ら

選
出
さ
れ
た
高
校
二
・
三
年
生

に
よ
る
展
覧
会
や
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
に
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は「
江
戸
文
字
に
よ
る
巻

子（
か
ん
す
）づ
く
り
」に
挑
戦

し
ま
し
た
。
全
国
の
書
道
を
愛

好
す
る
仲
間
と
と
も
に
、
楽
し

く
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
作
品
講
評
会
が
行

わ
れ
、
大
町
さ
ん
の
作
品
が
優

秀
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
古
典
の
雰
囲
気
を
生
か
し
た

多
彩
な
表
現
が
す
ば
ら
し
い
」

と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
大
町
さ
ん
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
で
す
。

　
「
作
品
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、

行
書
特
有
の
躍
動
感
、
墨
の
に

じ
み
や
か
す
れ
、平
仮
名
の
表
情

の
変
化
に
留
意
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
会
場
で
講
評
を
頂

く
こ
と
が
で
き
、と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。交
流
会
で
は
、全

国
各
地
か
ら
来
た
高
校
生
と
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
、有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。」

令
和
四
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
東
京
大
会・書
道
部
門

茨
城
県
代
表
と
し
て
参
加

中
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
に
つ
い
て

スタンドに向かい礼をする選手たち
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三
年
生
は
国
語
の
授
業
の
一

環
と
し
て
、一
学
期
か
ら
大
豆
を

育
て
て
い
ま
す
。
国
語
の
学
習

『
す
が
た
を
か
え
る
大
豆
』で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
大
豆
が
使

わ
れ
、と
て
も
身
近
な
食
材
で
あ

る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
し
か
し
、

食
品
に
使
わ
れ
て
い
る
大
豆
は
、

大
豆
そ
の
も
の
の

形
を
し
て
い
る
こ

と
は
少
な
く
、加
工

さ
れ
て
い
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

学
習
を
進
め
て
い

く
上
で
、大
豆
は
ど

ん
な
大
き
さ
や
形

を
し
て
い
る
か
、ど

の
よ
う
に
成
長
し

て
実
を
付
け
る
の

か
を
、自
分
た
ち
で

育
て
る
こ
と
で
、よ

り
深
い
学
び
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
豆
は
児
童
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
鉢
で
育
て
て
い
ま
す
。毎

朝
、子
ど
も
た
ち
は
朝
の
支
度
を

終
え
る
と
、「
水
や
り
に
行
っ
て

き
ま
ー
す
！
」と
元
気
よ
く
外
へ

出
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

毎
日
の
変
化
が
楽
し
み
で
、初

め
て
芽
が
出
た
と
き
、子
葉
か
ら

本
葉
に
変
わ
っ
た
と
き
、紫
色
の

小
さ
な
花
が
咲
い
た
と
き
、実
が

つ
い
た
と
き
、興
奮
し
た
声
で
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
、植
物
の
小
さ
な
変
化
に
も
よ

く
気
が
付
き
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
大
豆
の
姿
に
な
り

ま
す
。大
豆
の
成
長
に
喜
び
を
感

じ
る
と
と
も
に
、机
上
学
習
に
活

か
す
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　

家
庭
学
習
の
取
り
組
み
に

『
け
テ
ぶ
れ
学
習
法
』と
い
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。
葛
原
祥
太
氏

が
提
唱
し
た
も
の
で
、
勉
強
を

計
画
・
テ
ス
ト
・
分
析
・
練
習
の

四
つ
に
分
け
た
も
の
で
す
。「
学

習
計
画
を
立
て
、
問
題
を
解
き
、

何
が
悪
か
っ
た
か
を
考
え
、
乗

り
越
え
ら
れ
る
た
め
の
努
力
を

す
る
。」こ
の
基
本
的
な
勉
強
方

法
を
、
四
つ
の
頭
文
字
を
と
っ

て「
け
テ
ぶ
れ
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　

附
属
小
学
校
で
は
、
現
在
四

年
生
が
宿
題
で「
け
テ
ぶ
れ
学

習
法
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
ま
で
の
宿
題
は
、
学
習
習
慣

を
身
に
つ
け
、
学
力
の
定
着
を

図
る
た
め
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

与
え
ら
れ
た
課
題
を
こ
な
す
だ

け
に
な
り
が
ち
だ
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で「
け

テ
ぶ
れ
学
習
法
」を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
、児
童
自
身
が
得
意
・

不
得
意
を
見
つ
け
、
自
分
な
り

の
勉
強
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

約
三
ヶ
月
が
経

ち
さ
ま
ざ
ま
な
成

果
が
表
れ
て
い
ま

す
。一
つ
目
は
、
自

分
の
成
長
を
自
分

で
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で

す
。二
つ
目
は
、自

分
の
弱
い
心
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て

い
る
仲
間
と
し
て
、

お
互
い
に
学
び
合

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

児
童
が
取
り
組
ん
だ
、
素
敵
な

勉
強
方
法
を
教
師
が
紹
介
し
た

り
、ノ
ー
ト
を
お
互
い
に
見
せ

合
い
、
良
い
所
を
共
有
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
温
か
く
支
え
合

う
雰
囲
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も「
自
立
し
た
学

習
者
に
な
る
」と
い
う
目
的
に

向
か
っ
て
、
児
童
と
と
も
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

七
月
十
九
日（
火
）に
、
五
歳

児
松
組
の
お
楽
し
み
保
育
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
園
児

た
ち
だ
け
で
し
た
が
、
今
年
は

園
児
た
ち
が
一
緒
に
楽
し
み
、

夕
方
か
ら
は
親
子
で
盆
踊
り
を

し
て
楽
し
め
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
幼
稚
園
バ
ス
に

乗
り
葛
西
臨
海
水
族
園
へ
行
き

ま
し
た
。マ
グ
ロ
の
大
水
槽
や
、

ク
ラ
ゲ
や
ペ
ン
ギ
ン
の
エ
サ
や

り
な
ど
を
見
て
幼
稚
園
へ
帰
り

ま
し
た
。
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、

ゆ
っ
く
り
休
み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
水
族
園
に
い
た
生
き
物
た

ち
の
シ
ル
エ
ッ
ト
ク
イ
ズ
や
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
見
た
り
、

お
や
つ
の
時
間
に
は「
ス
イ
カ

好
き
な
ん
だ
」と
言
い
な
が
ら
、

白
い
と
こ
ろ
が
見
え
る
ま
で
ス

イ
カ
を
食
べ
た
り
と
、
楽
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
飯
に
幼
稚
園
特
製
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
食
べ
た
後
、
盆
踊
り

用
の
は
っ
ぴ
と
被
り
物
を
身
に

つ
け
、
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
振
り
付
け
は
、
教

員
と
園
児
た
ち
が
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。
盆
踊
り
会
が
始
ま
る

と
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
い
っ

ぱ
い
に
踊
る
姿
を
保
護
者
は
間

近
で
見
て
、
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

保
護
者
も
園
児
た
ち
の
踊

り
の
輪
に
入
る
と
、
小
さ

い
先
生
た
ち
が「
手
、

上
だ
よ
！
」と
教
え

な
が
ら
踊
っ
て
い

ま
し
た
。
保
護
者
は

「
こ
う
か
し
ら
？
」

と
言
い
な
が
ら
嬉

し
そ
う
に
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

　

入
園
し
て
か
ら

三
年
目
、
こ
れ
ま
で

園
の
行
事
に
な
か

な
か
参
加
で
き
な

か
っ
た
保
護
者
で

し
た
が
、
今
回
は
短
時
間

な
が
ら
も
、
夏
な
ら
で
は

の
行
事
を
、
親
子
で
楽
し

い
時
間
と
と
も
に
過
ご
し
、
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

楽
し
か
っ
た
お
楽
し
み
保
育

～
年
長
組
～

　

本
園
で
は
、年
間
十
回
か
ら

十
二
回
ほ
ど
未
就
園
児
の
方
を

対
象
に
園
庭
開
放
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
五
月
か
ら
始

ま
り
、夏
ま
で
に
五
回
実
施
し

ま
し
た
。

　

ど
の
日
も
未
就
園
児
と
保
護

者
が
、嬉
し
そ
う
に
幼
稚
園
に

足
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
園
庭

で
は
滑
り
台
や
三
輪
車
・
砂
場

　

八
月
二
十
二
日（
月
）か
ら
八

月
二
十
六
日（
金
）、夏
期
保
育

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
二

年
間
は
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
を

控
え
て
き
ま
し
た
が
、感
染
予

防
を
し
な
が
ら
、今
年
は
思
い

切
っ
て
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。
園
庭
に
プ
ー
ル
が
あ
る
の

を
見
る
と「
大
き
い
プ
ー
ル
が

で
遊
び
、保
育
室
で

は
積
み
木
や
粘
土
、

お
ま
ま
ご
と
な
ど
幼

稚
園
内
の
遊
具
で
好

き
な
遊
び
を
見
つ
け

楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
在
園

時
が
、未
就
園
児
に

声
を
か
け
、手
を
繋

い
で
一
緒
に
遊
ぶ
姿

や
、保
護
者
か
ら
離

れ
て
楽
し
そ
う
に
遊

ぶ
子
ど
も
の
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
よ
」「
早
く
入
り
た
い
ね
」

「
プ
ー
ル
バ
ッ
グ
か
わ
い
い
で

し
ょ
？
」「
私
の
水
着
は
ね
…
」

と
友
だ
ち
と
話
を
し
な
が
ら
、

目
を
輝
か
せ
水
遊
び
の
話
題
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
満

三
歳
児
ひ
ま
わ
り
組
は
、七
月

か
ら
少
し
ず
つ
水
遊
び
を
し
て

い
た
た
め
、水
を
怖
が
ら
ず
に

プ
ー
ル
に
入
り
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
三
歳
児
桜
組
は
、

体
操
を
し
て
か
ら
プ
ー
ル
の
中

へ
入
る
と
、大
き
な
プ
ー
ル
に

少
し
緊
張
す
る

園
児
も
い
ま
し

た
が
、
魚
集
め

や
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
水
鉄
砲

を
し
て
、
だ
ん

だ
ん
と
楽
し
く

遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
四

歳
児
梅
組
は
、

廃
材
で
船
を
作

り
、
浮
か
べ
て

　

第
五
回
の
園
庭
開
放
に
は
、

以
前
行
わ
れ
た
入
園
説
明
会
に

参
加
さ
れ
た
数
人
が
、友
達
を

誘
っ
て
来
園
し
た
方
も
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
繋
が
り
か
ら
本

園
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、子
ど

も
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
遊
ん

で
い
る
様
子
を
見
て
、何
度
も

参
加
す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

園
庭
開
放
日
に
は
幼
稚
園
見

学
も
行
っ
て
お
り
、在
園
児
と

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、活
動
を
見

学
し
た
り
す
る
こ
と
で
、本
園

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
良

い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、教
職
員
も
、保
護
者
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
よ
う
に
し
て
お
り
、幼
稚

園
つ
い
て
の
質
問
や
、子
育
て

の
悩
み
な
ど
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は「
ど
の
子
ど
も

た
ち
も
元
気
に
挨
拶
が
で
き
て
、

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」「
在
園
児

が
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て
嬉
し

い
で
す
」と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
楽
し
い

園
庭
開
放
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

遊
び
ま
し
た
。
う
ま
く
浮
か
な

い
と「
ど
う
し
て
か
な
？
」と
何

度
も
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
は
園
児
自
身
が
水
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
五

歳
児
松
組
は
、友
だ
ち
と
水
を

掛
け
合
っ
た
り
、バ
タ
足
を
し

て
、水
し
ぶ
き
を
誰
が
一
番
た

く
さ
ん
で
き
る
か
を
競
争
し
た

り
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

毎
日
水
遊
び
を
し
た
園
児
た
ち

は
楽
し
い
夏
期
保
育
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

園
庭
開
放
を

行
い
ま
し
た

楽
し
み
に
し
て
い
た

水
遊
び

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

自
立
し
た
学
習
者
に
な
る

（
け
テ
ぶ
れ
学
習
）

す
が
た
を
か
え
る
大
豆
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な
つ
の
よ
う
ち
え
ん

～
ミ
ス
ト
あ
そ
び
～

　

八
月
二
日（
火
）か
ら
八
月
六

日（
土
）ま
で
、「
な
つ
の
よ
う
ち

え
ん
」と
し
て
、
夏
期
保
育
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
つ
の
よ
う
ち
え
ん
」で
は
、

例
年
プ
ー
ル
遊
び
や
水
遊
び
、

宿
泊
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
心
配
さ
れ
る
活
動
を
自
粛
し

な
が
ら
も
、
夏
な
ら
で
は
の
遊

び
を
展
開
し
た
い
と
考
え
、
初

め
て『
ミ
ス
ト
あ
そ
び
』を
導
入

し
ま
し
た
。

　

ミ
ス
ト
機
の
部
品
を
購
入
し
、

本
園
運
転
手
が
手
作
り
し
て
ミ

ス
ト
機
を
園
庭
に
設
置
し
ま
し

た
。
園
児
が
遊
ぶ
前
に
、
教
員

で
試
し
た
と
こ
ろ
、
声
を
上
げ

て
喜
ぶ
姿
や
、ミ
ス
ト
を
た
く

さ
ん
浴
び
て
、
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な

り
な
が
ら
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
き
っ
と
園
児
た
ち
も

喜
ん
で
く
れ
る
と
確
信
し
ま
し

た
。

　

登
園
し
て
き
た
園
児
た
ち
は
、

「
こ
れ
な
あ
に
？
」と
興
味
津
々

で
す
。ミ
ス
ト
機
か
ら
霧
状
の

水
が
出
る
と
、
驚
い
た
表
情
で
、

声
を
上
げ
て
喜
び
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
熱
中
症
に
も
警
戒

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の

ミ
ス
ト
遊
び
も
短
時
間
の
遊
び

と
な
り
ま
し
た

が
、
水
の
感
覚

を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は

「
明
日
も
遊
び

た
い
」
と
、
満

足
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

例
年
と
同
じ

活
動
が
で
き
な

い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、

園
児
に
と
っ
て

の
今
を
大
事
に

し
、
聖
徳
の
保

育
を
通
し
て
、
園
児
の
笑
顔
や

成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後

も
園
児
た
ち
の
活
動
に
工
夫
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

八
月
五
日（
金
）、三
年
ぶ
り

の
盆
踊
り
会
を
二
部
に
分
散
し

て
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、連
日
の
猛
暑

も
一
休
み
と
な
り
心
地
良
い
天

候
の
中
、盆
踊
り
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
場
す
る
と
、色
と
り
ど
り

の
浴
衣
や
甚
平
を
着
た
園
児
た

ち
が
、中
央
の
和
太
鼓
を
囲
み

輪
に
な
っ
て
集
ま
り
ま
す
。
本

園
オ
リ
ジ
ナ
ル
の『
聖
徳
音
頭
』

で
盆
踊
り
会
の
幕
開
け

で
す
。
教
員
は
曲
に
合

わ
せ
て
和
太
鼓
を
叩
き

盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
ま

す
。
父
母
の
会
幹
事
が

企
画
し
た
ぴ
か
ぴ
か
人

形
す
く
い
は
、六
か
所

に
仕
切
り
感
染
予
防
を

徹
底
し
て
行
い
、大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
第
に
暗
く
な
る
と
、

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
お
も

ち
ゃ
が
一
層
輝
き
を
増

し
、見
上
げ
る
と
美
し

い
月
夜
が
広
が
り

ま
し
た
。
待
ち
に

待
っ
た
盆
踊
り
会

だ
っ
た
事
も
あ
り
、

参
加
者
の
笑
顔
が

会
場
に
溢
れ
、日

本
の
夏
を
み
ん
な

で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

五
歳
児
松
組
は

最
初
で
最
後
の
盆

踊
り
会
で
し
た
。

降
園
時
に
は
、保

護
者
か
ら「
開
催

で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と

労
い
や
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
、教
職
員
の
励
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
感
染
の
収
束
を
待

つ
の
で
は
な
く
、行
事
の
意
味

や
活
動
の
ね
ら
い
を
新
た
に
見

直
す
時
期
と
捉
え
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
の
健
康
安
全
を
最
優

先
し
つ
つ
、こ
の
三
年
間
で
培

っ
た
知
恵
と
工
夫
で
満
足
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
日
々
の
生
活
、

行
事
運
営
を
前
向
き
に
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

三
年
ぶ
り
の盆

踊
り
会

異
年
齢
の
友
だ
ち
と

一
緒
に
⋮

三
年
ぶ
り
の盆

踊
り
会

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

幼
稚
園
で
は
、働
く
保
護
者

の
方
が
増
え
、夏
休
み
中
の
預

か
り
保
育
の
利
用
者
も
増
え
て

い
ま
す
。
預
か
り
保
育
で
は
、

異
年
齢
の
友
だ
ち
と
遊
ぶ
事
が

で
き
、年
上
の
園
児
が
、年
下
の

園
児
が
困
っ
て
い
る
姿
を
見
て

声
を
掛
け
る
姿
は
、と
て
も
微

笑
ま
し
い
で
す
。
ま
た
、年
下

の
園
児
に
と
っ
て
、年
上
の
園

　

七
月
二
十
九
日（
金
）か
ら
八

月
二
日（
火
）、「
な
つ
の
よ
う
ち

え
ん
」を
行
い
、
最
終
日
に
は

三
年
ぶ
り
の
盆
踊
り
会
を
行
い

ま
し
た
。
密
を
避
け
る
た
め
、

学
年
毎
に
三
十
分
間
ず
つ
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
当
日
は
、
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
も
発
表
さ

れ
て
い
た
た
め
、
園
児
、
保
護

者
の
安
全
に
配
慮
を
し
て
、一
時

間
遅
ら
せ
て
開
始
し
ま
し
た
。ま

た
、
会
場
に
は
少
し
で
も
涼
し

く
な
る
よ
う
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

夕
方
、
園
児
た
ち
は
保
護
者

と
一
緒
に
甚
平
や
浴
衣
を
着
て
、

笑
顔
で
登
園
し
て
き
ま
し
た
。

本
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
の『
聖
徳
音

児
は
憧
れ
の
存
在
で
あ
り
、遊

ん
で
い
る
所
や
お
絵
描
き
、製

作
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、真

似
を
し
て
新
し
い
遊
び
方
を
学

ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
中
、園
児
た
ち

は
、園
庭
や
砂
場
で
泥
だ
ら
け

に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
始
め

は
各
々
で
遊
ん
で
い
ま
す
が
、

年
中
・
年
長
組
の
園
児
が
、砂
場

を
め
い
っ
ぱ
い
使
い
、山
や
川

を
作
り
始
め
る
と
、自
然
に
年

下
の
園
児
も
加
わ
り
、ス
コ
ッ

プ
や
シ
ャ
ベ
ル
で
掘
っ
た
り
、

川
に
流
れ
る
水
の
中
を
歩

き
始
め
た
り
し
ま
す
。
園

児
が
、ほ
ん
の
少
し
し
か

手
を
加
え
て
い
な
く
て
も

「
み
ん
な
で
作
っ
た
！
」

「
僕
も
や
っ
た
！
」と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え「
先
生
、

見
て
！
」「
や
っ
た
ー
、完

成
！
」と
言
う
園
児
の
顔

は
、達
成
感
で
満
ち
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
人
で
遊
ぶ
よ
り
も
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
と

楽
し
い
と
感
じ
る
事
が
出

来
る
と
、遊
び
の
幅
が
広

が
り
ま
す
。
ま
た
、遊
び

な
が
ら
た
く
さ
ん
の
経
験
を
す

る
事
で
、心
も
身
体
も
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
も
預
か
り

保
育
を
充
実
さ
せ
、園
児
の
み

で
な
く
保
護
者
も
満
足
で
き
る

よ
う
な
保
育
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

頭
』で
盆
踊
り
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
、
先
生
の

踊
り
を
見
な
が
ら
、『
ポ
ケ
モ
ン

音
頭
』『
ド
ラ
え
も
ん
音
頭
』『
こ

ど
も
ド
ン
パ
ン
節
』そ
れ
ぞ
れ

の
曲
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

父
母
の
会
の
幹
事
が
企
画
し

た
、さ
か
な
つ
り
、ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
、ピ
カ
ピ
カ
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
の
ゲ
ー
ム
に
、
園
児

た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
笑
顔

で「
ヨ
ー
ヨ
ー
と
れ
た
よ
」「
ピ

カ
ピ
カ
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
と

れ
た
よ
」と
得
意
気
に
友
だ
ち

と
見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
な

つ
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
楽
し
い
活
動
、

行
事
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート

ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

写真提供：諏訪地方観光連盟

ピカピカ人形どれにしようかな…

みんなで一緒にポケモン音頭

周辺観光のご案内　諏訪湖 （すわこ）

所要時間：かすがの森 から車で約60分

　諏訪湖は長野県の諏訪市と岡谷市、下諏訪町にまたがる周囲
約15.9kmの湖。信州一の大きさを誇り、水上ではカヌーや水陸
両用バス、ワカサギ釣りなどのアクティビティが楽しめます。周辺
には「諏訪神社」の総本社や、映画のロケ地で有名な「立石公園」
があり、美術館や博物館も数多く点在。湖畔から車で少し移動
すれば「霧ケ峰高原」や「富士見高原」から雄大な山々を見渡す
ことができる観光地です。



第122号 （8）令和4年10月1日（土）

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただき、ありがとうございます。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

ご意見・ご感想の宛先

〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku -u.ac. jp /inquiry/

22.10.1 ret（14,25）

〒108 -0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

聖徳フラッシュ　第122号
発行人 ／川並 弘純　　編集 ／総務課

読者の声読者の声
セイトクセイトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら 安 心安 心

派 遣 登 録 募 集 中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 
セイワコーポレーション

東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726
13-ユ-300913

■ 光英VERITAS中学校・高等学校（共学） ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症（（COVIDCOVID--1919））の感染拡大が懸念されています。の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園に問い合わせをお願いいたします。

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）� ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

ショート

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）� ●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

▶11月3日［木・祝］ 午前

▶10月8日［土］

▶10月7日［金］

▶10月11日［火］

▶10月6日［木］ ▶10月15日［土］

▶10月17日［月］

■ 聖徳大学附属成田幼稚園（共学）
� ●お問い合わせ：0476-26-3371（代）

■ 聖徳大学三田幼稚園（共学）
●お問い合わせ：03-5476-8819（代）

■ 聖徳大学附属第二幼稚園（共学）�
●お問い合わせ：047-341-6598（代）

■ 聖徳大学附属浦安幼稚園（共学）			   ●お問い合わせ：047-383-9488（代）

■ 聖徳大学多摩幼稚園（共学）
●お問い合わせ：042-676-0777（代）

学校説明会

個別相談会

夜の進学説明会

入試説明会 進学説明会

入試説明会

部活動見学会

吹奏楽コース受験対策説明会

説明会

説明会

説明会

見学会 説明会

説明会

入試説明会
■ 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校� ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

■ 聖徳大学附属小学校（共学）� ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

入試説明会【予約制】

▶12月3日［土］ 
　13：00〜

▶10月1日［土］ 
　10：00〜

▶10月30日［日］ 
　10：00〜

▶11月10日［木］ 
　18：00〜

▶12月17日［土］ 
　10：00〜

▶10月16日［日］ 午前
　聖徳祭（文化祭）同時開催

▶11月5日［土］ 9：30〜11：30
▶12月24日［土］ 9：30〜11：30

▶10月10日［月・祝］
　9：30〜11：30

▶10月10日［月・祝］ ▶11月6日［日］

▶10月15日［土］
　9：30〜11：30

▶11月20日［日］
　9：30〜11：30

▶12月10日［土］
　9：30〜11：30

▶11月12日［土］
　9：30〜11：30

▶12月3日［土］
　9：30〜11：30

▶11月19日［土］　9：30〜11：30　※小学4・5年生対象

▶10月15日［土］ 14：00〜

▶11月26日［土］ 9：30〜11：30
▶12月25日［日］ 9：30〜11：30

▶10月30日［日］ 午前

▶11月23日［水・祝］ 午前▶11月19日［土］ 午後

▶11月12日［土］ 午後

▶11月26日［土］ 午後

▶10月29日［土］	 10：00〜11：30（午前のみ）

▶10月22日［土］ 
　10：00〜

▶11月5日［土］ 
　10：00〜

▶12月8日［木］ 
　18：00〜

▶10月13日［木］ 
　18：00〜

▶11月19日［土］ 
　10：00〜

中学校

中学校

中学校・高等学校

中学校・高等学校

高等学校

令和5年度 大学院（春学期入学）　　　入試日程【通学課程】

令和5年度　入試日程【通学課程】

★詳細は、各校・各園の募集要項でご確認ください。

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
博士後期課程〈一般入試、社会人入試、研究生入試〉

博士前期課程〈一般入試、社会人入試、研究生入試〔留学生以外〕〉

博士前期課程〈私費留学生特別入試、研究生入試〔留学生〕〉
☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

専門職学位課程〈一般入試、社会人入試、現職教員特別入試〉
☆教職研究科

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）【総合型選抜】

■専門学校（女子）【AO入試（総合型選抜）】

■聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校

■光英VERITAS中学校・高等学校（共学）

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属成田幼稚園・附属浦安幼稚園

■聖徳大学三田幼稚園・八王子幼稚園・多摩幼稚園

【学校推薦型選抜】

☆大学型、短大型

【一般選抜】

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程※1 11月30日（水）～12月9日（金）
12月18日（日）

但し音楽文化研究科は、
12月17日（土）・ 18日（日）

B日程※2 11月17日（木）～11月25日（金） 12月4日（日）

C日程 1月26日（木）～2月3日（金）
2月12日（日）

但し音楽文化研究科は、
2月11日（土）・ 12日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程※1 11月30日（水）～12月12日（月）
12月18日（日）

但し音楽文化研究科は、
12月17日（土）・ 18日（日）

B日程※2 11月17日（木）～11月28日（月） 12月4日（日）

C日程 1月26日（木）～2月6日（月）
2月12日（日）

但し音楽文化研究科は、
2月11日（土）・ 12日（日）

入試区分 願書受付期間 入試日

内部推薦 9月26日（月） 10月2日（日）
指定校制※1

11月1日（火）～11月7日（月） 11月13日（日）公募制（前期）※1

同窓会・後援会推薦入試※1

公募制（後期）※2 11月28日（月）～12月5日（月） 12月11日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
一般入試

A 9月20日（火）～9月26日（月） 10月2日（日）内部推薦入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試
指定校推薦入試

11月28日（月）～12月5日（月） 12月11日（日）

協定校推薦入試
一般入試

B内部推薦入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試
一般入試

C 2月21日（火）～3月7日（火） 3月13日（月）内部推薦入試
アスリート･セカンドキャリア支援

特別奨学推薦入試

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程※1 11月30日（水）～12月9日（金）
12月18日（日）

但し音楽文化研究科は、
12月17日（土）・ 18日（日）

B日程※2 11月17日（木）～11月25日（金） 12月4日（日）

C日程 1月26日（木）～2月3日（金）
2月12日（日）

但し音楽文化研究科は、
2月11日（土）・ 12日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

B日程 11月30日（水）～12月9日（金） 12月18日（日）

C日程 1月26日（木）～2月3日（金） 2月12日（日）

【編入学・専攻科入試】

入試区分 出願期間 入試日
B日程 9月22日（木）〜9月30日（金） 10月8日（土）
C日程※ 10月19日（水）〜10月26日（水） 11月3日（木・祝）
D日程※ 11月28日（月）〜12月5日（月） 12月11日（日）
E日程※ 3月2日（木）〜3月9日（木） 3月15日（水）

B日程※1：臨床心理学研究科を除く　　B日程※2：臨床心理学研究科のみ

B日程※1：臨床心理学研究科を除く　　B日程※2：臨床心理学研究科のみ

※1：サテライト試験場も設ける（詳細は要項等を参照）　※2：看護学部は実施しない

※看護学部は実施しない

※看護学部は実施しない

B日程※1：臨床心理学研究科を除く　　B日程※2：臨床心理学研究科のみ

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
一般選抜※1

A 12月19日（月）～1月23日（月）

1月29日（日）・30日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等
1月29日（日）・30日（月）

一般選抜

B 2月1日（水）～2月15日（水）

2月20日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等

2月20日（月）
一般選抜

C 2月21日（火）～3月7日（火）

3月13日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等

3月13日（月）
実技特別選抜入試

（音楽学部  音楽学科のみ） 3月2日（木）～3月9日（木） 3月15日（水）

※1：サテライト試験場も設ける（詳細は要項等を参照）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

私費留学生特別入試※1

私費留学生特別奨学入試※1

帰国子女特別入試※2

社会人特別入試※3

アスリート･サポート
特別奨学推薦入試※2

アスリート･セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試※2

A 11月1日（火）～11月7日（月）11月13日（日）

B 11月28日（月）～12月5日（月）12月11日（日）

C 2月21日（火）～3月7日（火） 3月13日（月）

【留学生入試・帰国子女入試・社会人入試・アスリート入試】

※1：教育学部児童学科（夜間主）、教育学科（夜間主）、看護学部、短期大学保育科第二部は実施
しない　※2：看護学部は実施しない　※3：看護学部は、社会人特別入試A日程・B日程のみ

入試区分 願書受付期間 入試日
専願入試
 Ⅰ期入試 9月1日（木）〜10月5日（水） 10月8日（土）

Ⅱ期入試 10月18日（火）〜11月9日（水） 11月12日（土）
Ⅲ期入試 11月15日（火）〜11月30日（水） 12月3日（土）
Ⅳ期入試
編入（１学期～） 12月6日（火）〜1月11日（水） 1月14日（土）

園名 選考 願書受付 選考日
附　幼

入園面接

11月1日（火） 11月2日（水）
第二幼 11月1日（火） 11月1日（火）成田幼
浦安幼 10月29日（土） 10月31日（月）

園名 選考 願書受付 選考日

三田幼
入園面接

10月13日（木）〜17日（月）
郵送のみ

10月25日（火）・
26日（水）

八王子幼 11月1日（火） 11月1日（火）多摩幼

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中
学
校

第一志望入試
帰国生入試 Web 11月1日（火）～11月30日（水） 12月1日（木）

第1回入試
VERITAS英語入試 Web

12月2日（金）～1月19日（木） 1月20日（金）
VERITAS理数特待選抜入試 Web
特待選抜入試 Web 12月2日（金）～1月21日（土） 1月22日（日）
第2回入試 Web 12月2日（金）～1月23日（月） 1月24日（火）
第3回入試 Web 12月2日（金）～2月3日（金） 2月4日（土）

高
等
学
校

前期入試Ⅰ
特待選抜入試

Web 12月17日（土）～1月14日（土）
1月17日（火）

または
1月18日（水）

推薦入試
一般入試①②

前期入試Ⅱ 一般入試③ Web 12月17日（土）～1月26日（木） 1月27日（金）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

高
校

推薦入試
 ・ 一般推薦
 ・ 探究型推薦
 ・ 陸上推薦
 ・ 吹奏楽推薦

郵送 12月7日（水）～12月23日（金）
1月9日（月・祝）

窓口 12月7日（水）～12月8日（木）

一般入試・
併願推薦型入試　
兼　学力特待選考（Ⅰ）・（Ⅱ）
帰国子女入試

郵送 12月7日（水）～1月12日（木）（Ⅰ）1月15日（日）
（Ⅱ）
1月19日（木）

窓口 12月7日（水）～12月8日（木）・
1月12日（木）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生

（含専修学校）特別入試
ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

前期
A 10月1日（土）～10月14日（金） 10月15日（土）
B 10月17日（月）～11月18日（金） 11月20日（日）
C 11月21日（月）～12月16日（金） 12月18日（日）

後期
A 1月6日（金）～1月20日（金） 1月21日（土）
B 1月23日（月）～2月17日（金） 2月18日（土）
C 2月20日（月）～3月10日（金） 3月11日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

指定校推薦入試 前期
A 10月1日（土）～10月14日（金） 10月15日（土）
B 10月17日（月）～11月18日（金） 11月20日（日）
C 11月21日（月）～12月16日（金） 12月18日（日）

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

一般入試（一般選抜）

前期
A 11月1日（火）～11月18日（金） 11月20日（日）
B 11月21日（月）～12月16日（金） 12月18日（日）

後期
A 1月6日（金）～1月20日（金） 1月21日（土）
B 1月23日（月）～2月17日（金） 2月18日（土）
C 2月20日（月）～3月10日（金） 3月11日（土）

入試区分 日程 エントリー受付期間 面談日

AO入試
（総合型選抜） 前期

A 10月1日（土）～10月14日（金） 10月15日（土）
B 10月17日（月）～11月18日（金） 11月20日（日）
C 11月21日（月）～12月16日（金） 12月18日（日）

【推薦入試・特別入試】

【指定校推薦入試】

【一般入試（一般選抜）】

※10月から12月までの予定です。詳細及び1月以降の予定につきましては、各校にお問い合わせください。学校説明会関係行事のご案内


